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日 文 内 容 要
旨
 生物の生態的分布は,一般にはその生物の生理的要因と非生物的環境との相互関係によって決る
 分布域を占めているが,更に同一地域に分布する他の生物との相互関係もそれに関与する。生態的
 分布成立の機構について,岩礁付着生物ではかなり解析がすすんでいるが,海藻付着性生物につい
 てはあまり研究されていないし,ハイドロゾアについてはほとんどない。
 この研究は海藻付着性ハイドロゾアの生態的分布の把握とその成立機構を,野外及び室内におけ
 る観察,実験により解析したものである。以下にのべるように7つの部分からなっている。なおこ
 の研究は浅虫臨海実験所で行なわれた。
 1ハイドロゾアと海藻のむすびつき
 ハイド・ゾアのポリブステージについて付着基質との関係を海藻を中心にみると,隻)海藻のみ
 につくもの,2)海藻にも飽のものにもつくもの,3)海藻にはつかないもの,の3つに類男聴き
 る。前者2君羊についていえば多かれ少なかれそれぞれ特定の海藻に集中する傾向がみられ,一般的
 には褐藻類特にホンダワラ科の植物がきわめて好適な基質となっている。アマモには又特有のハイ
 ドロゾアがみられる。
 このように海藻とハイド・ゾアの間にはかなり強い関係がみられるので,海岸におけるハイド・
 ゾアの生態的分布は,ハィドωゾアと強い関係をもつ海藻の分布に影響されるであろうという示唆
 が得られる。この際ハイドロゾァが海藻を食わない動物であることは注意する必要がある。
§
 1ハイドロゾアの生態的分布
 浅虫臨海実験所近くの土屋海岸で,海藻とそれに付着するハィドロゾアの分布をベルトトランゼ
 クト法でしらべた。そこではホンダワラ類が優占しているので,ハイド・ゾアも極数,個体数共に
 豊富であって,研究の目的には好適な環境をなしている。そこでは数種のハイドロゾァがこれらの
 海藻及びアマモに集中しており,しかも各種の海藻上にそれぞれ独特なハイド・ゾァ群集が形成き
 れている。
 海藻の分布は底質・潮位にかなりの影響をうけ・ヨレモク,イソモク,ウミトラノオは岩礁地帯
 の低潮線下,低潮線付近及び潮間帯の下部に分布し,それぞれにキィ・ウミシバ,ヒラタアシナガ
 コッブガや及びウミシバのi種を優占種とするハィドロゾア群集がみられる。砂にうまった石には
 スギモクが多く,ほとんどにテングサウミカビが付着しており,砂泥地にはコッブガヤの付着が著
 しいアマモが分布している。このようにハイド・ゾアの分布はそれぞれの好適な海藻の分布にきわ
 めて強く影響されている。
 ハィド・ゾァは付着基質から優接の利益(例えばそれを食うとか)をうけないので本来ならどの
 海藻に付着してもいいはずであるが,数種の海藻が混生している場合にもその付着が,ある海藻に
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 集中することは,幼生が付着の際海藻を選択することを示唆している。したがって,幼生はランダ
 ムに付着するが,ある海藻上では増殖し他では死滅するという考えは普通の場合不適当である。近
 年いろいろな海産無脊椎動物の幼生が付着基質を識別し適当な基質がない場合には変態を遅らせる
 能力があることが知られていることからもそれが類推される。
 蛋キイロウミシバ幼生の海藻選択性
 浅虫付近ではヨ,レモクが優占種で,例外なく多数のキイロウミシバが付著している。このような
 特徴的なむすびつきをさらにくわしく解析した。
 幼生の海藻選択性は付着の多い時期に種々の海藻をしらべることによって現象的には確め得るだ
 ろう。
 観察の結果,ヨレモクに多数の若い群体がみられ,他のホンダワラ類にも多かったが,紅藻類に
 はあまり多くなく緑藻にはほとんどなかった。これはこれまでの野外観察とよく一致しているが,
 付着数のちがいを海藻の生育場所のちがいのせいにすることもできる。しかし1つの場所に海藻を
 ラテン方格に移植しても全く同様な結果を得た。これは嗣らかに幼生の海藻選択性を示しており,
 これがハイドロゾアの生態的分布決定に大きな役割をもつことが証明された。
 選択的付着には海藻の表面積の大小は無関係である。幼生は芽とか枝の根もとなど四所に多くっ
 くので表面の状態はかなり重要であるが,凹所の沢山ある海藻でも付着の少いものがあり,表面の
 物理的な性質だけでは満足な説関ができない。自然状態では通常付着の少いウミトラノオにかなり
 の付着があったが,これは何かホンダワラ類に共通な性質が幼生の付着にとって好適であることを
 示唆すると考えられる。
 Wキイロウミシバ幼生の分散
 潮間帯では付着しても死滅するという考えには潮間帯への幼生の供給が前提となる。キィロウミ
 シバ幼生は幼生が生産されるヨレモク群落からほぼ同心円状に分散する。これは幼生が葡萄型であ
 るためであるが,それでもなおかなりの幼生が水の動きによって全然海藻のない場所や潮間帯にも
 かなり広範な分散をすることがみられた。又広範囲に及ぶ分散は一溜幼生の海藻選択性の分布決定
 にもう役割の大きさを示すといえるであろう。
 Vタマウミヒドラ幼生の海藻選択実験
 ハイドロゾアの海藻選択性の機構をくわしく解析するために室内実験がなされた。タマウミヒド
 ラは個体数は多くないが,ホンダワラ類に普通の種であり幼生がきわめて簡単に得られる。
 本極でのユーデン方格法による海藻選択実験結果は野外観察とおおむねよく一致した。海藻の分
 散比のみが有意で,皿及び皿内の位置の分散比は有意でなかった。ホンダワラ類に付着が多く紅藻
 がこれにつぎ緑藻には少なかった。この場合にも普通は本種が付着しないウミトラノオがかなりよ
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 い成績を示したことは荘園される。ここでも何かホンダワラ類に共通な性質が付蕃に好適であろう
 ということが考えられる。植物のかたさ,形状,色などは満足な説明を与えない。
 ホンダワラ科と近縁のヒバマタ科の海藻にコケムシやウズマキゴカイなどの付著が多く,しかも
 ヒバマタの抽出液がこれらの幼生の付着を促進することが知られているので,ホンダワラ類も同様
 な効果をハイドロゾア幼生に対してもつのではないかという示唆が得られる。
 VI海藻抽出液の幼生付着促進効果
 幼生の入った皿にホンダワラ類の切片を加えると付着が促進されるので,切片から溶出する化学
 物質が付着を促進するであろうと考えられる。種々の方法で得た抽出液を作用させた結果,ヨレモ
 ク,フシスジモクともに促進効果を題した。アナアオサは促進せずイソムラサキは有害であった。
 エゾヤハズも促進的であるが野外では付着がまれでありまだよく説明できない。ホンダワラ類抽出
 液は水溶性で熱に対して安定であり室温保存でも効力を失わない。溶液の状態でも有効なことは,
 ヒバマタ類の抽串液のウズマキゴカイ幼生にもつ効果と対照的である。寒天に抽出液を含まして付
 着数をみても同様な結果が得られた。
 これらは褐藻類,特にホンダワラ類に含まれる化学物質に付着促進効果があることを示しており,
 これが幼生の海藻選択に果す役割は大きいと考えられる。幼生が抽出液に対して走化性を示す積極
 的な証拠はなく,浮游中にこれらの海藻に接触して付着が促進されると考えることが妥当であるよ
 うに思われる。同様な機構がキィ・ウミシバ幼生についても考えられる。
 孤キイロウミシバの自然個体群動態
 生態的分布の実態とその成立機構は年間を通じた個体群動態の把握によりその理解が深められる
 はずである。特に多いキイロウミシバについていえば.幼生の海藻選択性は季節をとわず安定して
 おり,ヨレモクに最も付着が多く,イソモ乞フシスジモク,ウミトラノオなどがこれについでい
 る。ウミトラノオをのぞいては野外でみられる状態とよく一致している。
 新生のヨレモクは8月以降伸長するが,そのヨレモクに対する幼生の付着量の季節消長は8月と
 1i月にピークをもつはっきりしたパターンを示す。8月のピークは前年の古い海藻に付着している
 成熟個体群からの放出Kより,11月のピークは8月に新生ヨレモクに付着し生長の後成熟した個体
 群からの放出によるものである。11月以後幼生の付着が急減するのは海水温の低下による幼生放繍
 の抑制によると考えられる。夏期に向うと共に再び付着がはじまるが,それは上にのべた8月の幼
 生付著のピークに相当するピークを引続き新生するヨレモクの上につくることになる。
 付着後の個体群の生長についてみると現存量は付着数の季節変化を反映することなく9月から翌
 年の4月にかけて増加の一途をたどるが,わずかに12月から1月にかけて増加率の低下がみられる。
 これは冬期の水温低下は群体の生長を抑制することに関係していると思われる。なお,4月以降
 この現存量の増加はきわめて少く,7月以降急激に減少する。この急激な減少は基質としての海藻
B3
 の消失によっておこる。
 又現存量がいちぢるしく多いことなどから,海藻群落中にできる生物群集で本極が特殊な地位を
 占めることが示唆され,その解析は生態学的に重要なことであると考えられる。
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論文審査要旨
 西平守孝提出の学位論文は7部から成る英文論文で海藻付着性ハイドロゾアの生態的分布を明ら
 かにし,その成立機構を野外および室内の観察と実験とによって解析したもので,その要点はつぎ
 の通りである。
 1.野外から採集した各種の海藻について,それに付落しているハイド・ゾアの種類を調査した結
 果,一般的に褐藻類特にホンダワラ類に付着が多く,蔓に海藻の種類とハイド・ゾナの種類との
 聞に強い関係があることから,海藻の種類の分布によりハイド・ゾアの分布が影響をうけること
 が示唆きれた。
 2.東北大学臨海実験所附近の土麗海岸における調査の結果,潮位と底質とに応じて分布する海藻
 の種類に対応したハイドロゾアの分布がみとめられた。璽に数種の海藻が混生している場合にそ
 れぞれの種類に対応してハイドロゾアの種類が附着していることから,ハイド・ゾアの種類によ
 りその幼虫に海藻選択性のあることが示唆された。
 3.ヨレモクとキイロウミシバの結びつきを利用して,各種の海藻をラテン方格法によって実験的
 に配置し,キィロウミシバ幼虫の附着をしらべたところ,明らかに幼虫の海藻選択性を認めるこ
 とができた。
 4.またキィ・ウミシバ幼生はそれが生産きれるヨレモク群落を中心に同心円状に分散すること。
 またそれがヨレモク群落地域をはなれてかなりひろく分布することから,幼虫の海藻選択性のも
 つ重大な役割を示すものといえる。
 5.幼虫の海藻選択性を室内実験で追究するためタマウミヒドラの幼虫を用いユーデン方格法によ
 って実験した結果,この場合にも朋らかに幼生の海藻選択性のあることを認めた。
 6.幼虫の入ったシャーレにホンダワラ類の切片を入れると幼虫の付著が促進きれることから,幼
 生の海藻選択性の問題は切片から溶出する或る化学物質が付着を促進するであろうという問題に
 おきかえることができる。そこで抽出液の滴加による実験を行ったところ付着促進をみとめるこ
 とができた。この有効物質は水溶性,熱に安定で室温保存に耐えるものである。このことから,
 褐藻類特にホンダワラ類に含まれる物質の幼虫付着促進効果が幼生の海藻選択性に重要な役割を
 もち,それが野外における分布を左右するものであることが結論きれた。
 7.最後に以上の結果にもとづいて,年間を通じてのキイロウミシバ個体群の動態を野外において
 追究し.年間の発生消長の由来を説明することができた。
 以上,西平の論文は海藻附着のハイドロゾアの生態的分布の機構をすぐれた手法と豊富な実験に
 よって朋らかにしたもので,個体群生態学の分野で貢献するところが極めて大きい。
 よって,西平守孝提出の学位論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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